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及び相転移温度上下の両相のモードの関連を明かにしている O さらに P04イオンがこれらの結品中で
は分チ基として取り扱えること、 P04イオンがDKDP中ではKDP中におけるよりもより大きなゆがみ
をうけていること、およびADPでは C軸に垂直な方向に強誘電モードに類似な振動モードが存在する
ことなど多くの興味ある新知見を得ている。ほかに29.7cm-1の低波数で発振する HCNレーザーを強
誘電体の研究に応用した独自の成果も述べられている D
以上のように本論文は大きな関心をもたれている KDP型強誘電体の物性の一端を解明したものであ
る。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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